
平城京出土の祭木

平城宮跡発掘調査部

袋良そごうill設に伴う左京三条二JJjの発掘のうち，]97次(jlo]j主(1989年]月一 3月)では.長

j設王山iの北に接するこ条大路上に京j!出向。SD5100を検/1¥した。この桃は737年 (天平8)-739年

(天平10)頃にfkllったごみ給て肌で，仙の幅は約3m ， 京I川の l~ さはが~130m におよぶ。 さて，

土保や木fiiiなど多ill-の造物がJft航した111，'を抗liり進むうち，，W:I犬品がWj!fj60cmXIN北50cmの純IJij

に幾J(にも折りAなって見つかった。旅の長さは15cmから25clllほと¥太さは 5-6mmあまり。

やや大きめの'，1111り特に似ている。体状11111の下部には伎のーi:il;がみえる。7Kの身のi:if)分は羽lい網

代総ーみ.総はUh';とする。網代は 3-11 mm~G\に整えた材を 1 lii. f立が2cmG~に細み. かな り |組問

がある。?I(の大きさは，結がが)40cm残イf:するのでこれよりやや大きい程度であろう。絡状品は

旅の紘をおおうように散乱している。はじめは未使用の木附かと考えたが，ややキ111いJニに宇や

:.n ~J~があるものはなく.料iI巧15オド ;ð~がギUJ となった。 おそらくf.G~木を 7Kに雌った状態で泌に投

棄したのだろう。

rけには)I!-f史の|絞に)ji..を拭う本のことで，糞べら.f蚤*.m本とも呼ぶ。id近では. t;，j liuJ市の
太宰J(.f鴻11幻'ff遺跡やj底原京右京七条一坊の1'l!)~r跡から凡つかっているが. 197次の(J，¥]j'f.当1I.¥;rま8

世紀に遡る明確な例は未詳であった。珍しい事例であるので，記録 (閃と写:点)を作成の上.

jI(を中心とする日1;分をとりあげ，保存処理した。鈴木や然は P.E.Gの20%浴液をイ討えしたあと

凍結乾燥し，土のi:il)分はイソシアネー卜系合成樹脂の 5%治械を合以させて硬化した。

(余子桁之)

野木のIL¥土状況 (1: 10) 

ハU
F
h
d
 

保存処理!がすんだ潟水


